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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年12月期中間期 17,502 10.6 986 △15.6 971 △18.3 545 △23.6

2025年12月期中間期 15,820 9.5 1,169 27.2 1,190 29.1 714 30.4

（注）包括利益 2026年12月期中間期 613百万円（△24.4％） 2025年12月期中間期 812百万円（33.1％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年12月期中間期 22.62 －

2025年12月期中間期 29.63 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年12月期中間期 19,808 9,003 42.7

2025年12月期 20,266 8,662 40.1

（参考）自己資本 2026年12月期中間期 8,472百万円 2025年12月期 8,140百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年12月期 － 18.00 － 8.50 －

2026年12月期 － 6.00

2026年12月期（予想） － 9.00 15.00

１．2026年12月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年１月１日～2026年６月30日）

（注）１．潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
２．当社は、2025年10月1日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定して「１株当たり中間純利益」を算定しております。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。2025年12月期第２
四半期末の配当金については、当該株式分割前の株式数を基準に支払われております。2025年12月期の１株当た
り配当金の年間合計金額については、株式分割の実施により単純合算ができないため表示しておりません。



（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,870 10.0 2,400 4.1 2,350 3.6 1,410 0.5 58.50

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年12月期中間期 24,100,000株 2025年12月期 24,100,000株

②  期末自己株式数 2026年12月期中間期 740株 2025年12月期 740株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年12月期中間期 24,099,260株 2025年12月期中間期 24,099,302株

３．2026年12月期の連結業績予想（2026年１月１日～2026年12月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料９ページ「２．中間連結財務諸表及び主な注記（４）中間連結財務諸表に関する注記事

項（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

（注）当社は、2025年10月１日付で普通株式１株につき４株の割合で株式分割を行っております。これに伴い、前
連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、期末発行済株式数（自己株式を含む）、期末自己株式
数及び期中平均株式数を算定しております。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当中間決算に関する定性的情報（４）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

　文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間における経済状況としては、雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の回復を背景に、緩

やかな回復基調で推移いたしました。一方で、物価上昇の継続や海外経済の減速懸念などにより、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

　物流業界においては、ＥＣ需要の安定的な推移や企業の物流効率化ニーズの高まりを背景に、総じて堅調に推移

いたしました。一方で、ドライバー不足の深刻化や人件費の上昇に加え、中東情勢の緊迫化を背景とした原油価格

の上昇により燃料費が再上昇するなど、物流コストの増加が継続しており、事業環境は引き続き厳しい状況にあり

ます。

　このような社会情勢の下、当社グループは、2026年12月期から2028年12月期までの「中期経営計画 2028」に基

づき、「生活物資に特化した物流への経営資源の集中投資」「全国への展開を見据えた物流基盤の構築」「量の拡

大と質の変革による長期成長イメージ」の３つを成長戦略とし、既存顧客の深耕による物流拠点の展開を推進する

とともに、データ・ＡＩを活用した自社システム「Jobs」の機能強化を図り、「運ばない物流®」の高度化に取り

組んでおります。

　当中間連結会計期間においては、新たに富山ＳＣＭセンターへ太陽光パネルを設置し、これまでの自社センター

と同様に、ＣＯ２を排出しない電力の調達を行うなど、再生可能エネルギーの活用を推進しております。

　昨年度に移転した東海ＳＣＭセンターにおいては、安定稼働に向けた業務改善が計画通り進捗し、生産性は移転

前と同水準まで回復してきております。しかしながら、利益率については移転前の水準まで回復しておらず、全体

の利益率を押し下げる要因となりました。一方、その他の既存拠点は安定稼働しており、堅調に事業を拡大してお

ります。１月には「松阪ＴＣ」、「海南ＴＣ」、４月には「結城センター」を開設しております。また、業務効率

化・合理化のため、３月には「松本ＦＤＣ」を移転、５月には「京都低温センター」を閉鎖し、「関西第２ＴＣ」

へ統合しております。

　以上の結果、当社グループの当中間連結会計期間における経営成績は、営業収益17,502百万円（前年同期比

10.6％増）、営業利益986百万円（前年同期比15.6％減）、経常利益971百万円（前年同期比18.3％減）、親会社株

主に帰属する中間純利益545百万円（前年同期比23.6％減）となりました。

　なお、当社グループは「物流事業」を主要な事業としており、他の事業セグメントの重要性が乏しいため、セグ

メント別の記載を省略しております。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

　当中間連結会計期間末における流動資産は8,893百万円となり、前連結会計年度末に比べ252百万円減少いたし

ました。これは主に営業未収入金が185百万円減少したことによるものであります。固定資産は10,914百万円とな

り、前連結会計年度末に比べ206百万円減少いたしました。これは主に建物及び構築物が127百万円、機械装置及

び運搬具が54百万円減少したことによるものであります。

　この結果、総資産は、19,808百万円となり、前連結会計年度末に比べ458百万円減少いたしました。

（負債）

　当中間連結会計期間末における流動負債は5,523百万円となり、前連結会計年度末に比べ663百万円減少いたし

ました。これは主に営業未払金が424百万円及び未払費用が156百万円減少したことによるものであります。固定

負債は5,280百万円となり、前連結会計年度末に比べ136百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が108百

万円及びリース債務が27百万円減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、10,804百万円となり、前連結会計年度末に比べ799百万円減少いたしました。

（純資産）

　当中間連結会計期間末における純資産合計は9,003百万円となり、前連結会計年度末に比べ341百万円増加いた

しました。これは主に利益剰余金が340百万円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は42.7％（前連結会計年度末は40.1％）となりました。
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(３）キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ15百

万円減少し、4,592百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は575百万円（前年同期は391百万円の収入）となりました。これは主に仕入債務の

減少424百万円及び法人税等の支払340百万円により資金が減少したものの、税金等調整前中間純利益981百万円及

び減価償却費405百万円の計上により資金が増加したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は89百万円（前年同期は1,963百万円の支出）となりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出85百万円、資産除去債務の履行に係る支出額50百万円、リース投資資産の回収による収入35

百万円、貸付金の回収による収入16百万円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は500百万円（前年同期は434百万円の収入）となりました。これは主に長期借入金

による収入400百万円により資金が増加したものの、長期借入金の返済による支出428百万円、配当金の支払額204

百万円、ファイナンス・リース債務の返済による支出200百万円の計上により資金が減少したことによるものであ

ります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年２月13日の「2025年12月期決算短信〔日本基準〕（連結）」にて公表いたしました通期の連結業績予想か

ら変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,995 4,985

営業未収入金 3,899 3,713

その他 272 214

貸倒引当金 △21 △20

流動資産合計 9,145 8,893

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,149 5,021

機械装置及び運搬具（純額） 415 360

土地 3,949 3,975

リース資産（純額） 999 1,006

建設仮勘定 1 1

その他（純額） 23 23

有形固定資産合計 10,538 10,387

無形固定資産 12 10

投資その他の資産

その他 627 573

貸倒引当金 △57 △57

投資その他の資産合計 570 516

固定資産合計 11,121 10,914

資産合計 20,266 19,808

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2025年12月31日)

当中間連結会計期間
(2026年６月30日)

負債の部

流動負債

営業未払金 2,217 1,792

短期借入金 500 500

１年内返済予定の長期借入金 811 891

リース債務 364 365

未払費用 1,211 1,054

未払法人税等 348 368

その他 733 551

流動負債合計 6,187 5,523

固定負債

長期借入金 4,289 4,181

リース債務 818 791

退職給付に係る負債 94 100

その他 214 207

固定負債合計 5,416 5,280

負債合計 11,604 10,804

純資産の部

株主資本

資本金 696 696

資本剰余金 648 648

利益剰余金 6,755 7,096

自己株式 △0 △0

株主資本合計 8,100 8,440

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 39 31

その他の包括利益累計額合計 39 31

非支配株主持分 522 531

純資産合計 8,662 9,003

負債純資産合計 20,266 19,808
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

営業収益 15,820 17,502

営業原価 13,935 15,792

営業総利益 1,885 1,710

販売費及び一般管理費 716 723

営業利益 1,169 986

営業外収益

受取利息及び配当金 2 4

受取保険金 27 5

助成金収入 13 11

その他 9 7

営業外収益合計 53 28

営業外費用

支払利息 29 40

シンジケートローン手数料 2 1

その他 0 1

営業外費用合計 32 43

経常利益 1,190 971

特別利益

固定資産売却益 8 9

投資有価証券売却益 － 0

特別利益合計 8 9

特別損失

固定資産除却損 12 0

特別損失合計 12 0

税金等調整前中間純利益 1,186 981

法人税等 382 359

中間純利益 804 621

非支配株主に帰属する中間純利益 89 76

親会社株主に帰属する中間純利益 714 545

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

中間純利益 804 621

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 7 △8

その他の包括利益合計 7 △8

中間包括利益 812 613

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 722 537

非支配株主に係る中間包括利益 89 76

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：百万円）

 前中間連結会計期間
(自　2025年１月１日
　至　2025年６月30日)

 当中間連結会計期間
(自　2026年１月１日
　至　2026年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 1,186 981

減価償却費 362 405

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1 △1

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 4 6

受取利息及び受取配当金 △2 △4

支払利息 29 40

シンジケートローン手数料 2 1

固定資産売却損益（△は益） △8 △9

固定資産除却損 12 0

売上債権の増減額（△は増加） 155 185

仕入債務の増減額（△は減少） △380 △424

その他 △449 △228

小計 909 951

利息及び配当金の受取額 2 4

利息の支払額 △28 △40

法人税等の支払額 △491 △340

営業活動によるキャッシュ・フロー 391 575

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △5 △5

貸付金の回収による収入 4 16

有形固定資産の取得による支出 △1,975 △85

有形固定資産の売却による収入 3 9

リース投資資産の回収による収入 13 35

資産除去債務の履行による支出 △0 △50

その他 △3 △9

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,963 △89

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △500 -

長期借入れによる収入 1,900 400

長期借入金の返済による支出 △488 △428

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △158 △200

自己株式の取得による支出 △0 -

シンジケートローン手数料の支払額 △2 △1

配当金の支払額 △265 △204

非支配株主への配当金の支払額 △50 △66

財務活動によるキャッシュ・フロー 434 △500

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,137 △15

現金及び現金同等物の期首残高 4,774 4,607

現金及び現金同等物の中間期末残高 3,636 4,592

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

前連結会計年度
（2025年12月31日）

当中間連結会計期間
（2026年６月30日）

コミットメントライン契約の総額 3,500百万円 3,500百万円

借入実行残高 500 500

差引額 3,000 3,000

（中間連結貸借対照表に関する注記）

※コミットメントライン契約

　当社は、今後の成長的な投資のための機動的かつ安定的な調達手段の確保及び手元資金の拡充による財務基

盤の安定を図るため、株式会社三菱ＵＦＪ銀行をエージェントとする金融機関６行によるコミットメントライ

ン契約を締結しております。当該契約に係る借入未実行残高は、次のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自　2025年１月１日

　　至　2025年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年１月１日

　　至　2026年６月30日）

役員報酬 153百万円 159百万円

給料及び手当 174 172

退職給付費用 5 5

貸倒引当金繰入額 △1 △1

（中間連結損益計算書に関する注記）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

前中間連結会計期間
（自　2025年１月１日

至　2025年６月30日）

当中間連結会計期間
（自　2026年１月１日

至　2026年６月30日）

現金及び預金勘定 3,818百万円 4,985百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △182 △393

現金及び現金同等物 3,636 4,592

（中間連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

※  現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとお

りであります。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自　2025年１月１日　至　2025年６月30日）

　当社グループは「物流事業」及び「その他」の事業を営んでおりますが、「その他」の各事業セグメントの営

業収益、利益又は損失の金額及び資産の額がいずれも事業セグメントの合計額の10％未満であり、報告セグメン

トが１つであるため記載を省略しております。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自　2026年１月１日　至　2026年６月30日）

　当社グループは「物流事業」及び「その他」の事業を営んでおりますが、「その他」の各事業セグメントの営

業収益、利益又は損失の金額及び資産の額がいずれも事業セグメントの合計額の10％未満であり、報告セグメン
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トが１つであるため記載を省略しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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